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平成27年度「市役所の仕事」花まる通信簿（平成26年度実績） 担当課 08地域振興課

Ｐｌａｎ 会計区分 一般会計 事業通番 3596 事務事業コード 0829-9

事務事業名 元気な地域づくり支援事業（小木ＳＣ） 開始年度 平成25 終了年度 未定

種類 ソフト事業（任意）
根拠
法令

無し
例規
等

佐渡市元気な地域づくり支援事業実施要綱、佐渡市元気な地
域づくり支援事業補助金交付要綱

将来ビジョン ４．安全・安心な地域づくり　(3)過疎化に対応した地域づくり H25：重点●政策○ ●
H26施政方針 ３．高齢者・障がい者等福祉対策　　（3）過疎化に対応した地域づくり　 H26：重点●政策○ ●
H27施政方針 １．人口減少対策　（3）特色ある地域づくり　① 自主的組織化の推進 H27：重点●政策○ ●

事業
概要

○屋号看板設置事業 ： 小木湊の歴史を生かしたまちづくりを推進し、地域活性化に寄与することを目的に「屋号看板」を
稲荷町全戸に設置し、町人文化の町屋をイメージアップさせ、地域観光振興の活性化を図る。
○ふれあい盆踊りの輪事業 ： お盆に帰省する町内出身者と町内会が懐かしい小木おけさの輪踊り通じて以前の活気を
取り戻し、更に揃いの袢纏や提灯を作成し地域住民の連帯感を再確認することで、地域の活性化を図る。
他５件

対象 市内において持続的に地域のコミュニティ活動を行っている自治会等

意図
（対象をど
のようにし
たいか）

自治会等の地域住民が主体となって地域づくり活動や市道等公共施設等の管理を協働で行うことにより、地域の活性化
に繋がる。

Do

項目名 戦略指標 H24現状 H31目標

過疎化に対応した地域づくり 元気な地域づくり活動支援件数 ― 50件/年

目標（成果）指標名
単位

25年度
実績値

26年度（評価年度） 27年度
目標値

28年度
目標値

31年度
目標値指標の算式 目標値 実績値

地域活動団体数
団体 6 8 7 8 8 8

-

緊急要望に対する実施割合
％ 28 30 24 50 80 80

実施件数/要望件数

枝
番

細事業名
H25

決算額
H26

決算額
H27当初
予算額

H28以降の
予算の方向性

H25実績値 目標値 実績値 H27目標値

重点
細事
業事業の方向性

1
地域づくり支援事業 827 990 800 予算 維持

目標（成果）指標名 単位

◎補助金交付件数 件 6 8 7 8 事業 維持

2
緊急要望事業 1,373 2,008 1,702 予算 維持

○実施件数 件 11 15 14 15 事業 維持

事業費の合計（千円） 2,200 2,998 2,502

0 0財
源
内
訳

国庫支出金 0 0 0

県支出金 0

地方債 0 0 0

その他 0 0 0

一般財源 2,200 2,998 2,502

Check Ａ ： 適正である　Ｂ  ：検討の余地あり　Ｃ ： 見直しすべき

枝
番

　細事業名 妥当性 有効性 効率性 課題と対策

1

地域づくり支援事業

Ｂ Ａ Ａ

小木まちづくり協議会とも連携し、地域住民やコミュニティ活動団体への周
知徹底を図りながら、地域の問題解決並びに地域活動促進に寄与したい。

2

緊急要望事業

Ｂ Ａ Ａ

要望箇所や未整備個所が多く要望全てに対応できないが、緊急性や生活
環境の改善に向けて可能な限り整備・対応したい。

Action ◆今後の事務事業の方向性◆

評価（担当課長） 事業の方向性 維持 予算の方向性 維持

事業の方向性
（事業全体の課題や改善方策

など）

各地域の自治会と地域住民が主体となっての地域活動に対して連携の強化及び財政的支援をし、
緊急性のあるものや生活環境の整備については、順次整備を実施し地域の活性化を図りたい。


